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Iメ ッセージ】

若き研修医の頃、積極的な治療から

見放され、孤独のまま死を迎える末期

がん患者さんのために何ができるか考

えさせられた。生と死への向かい合い

方は、その人の住む社会の文化と歴史

に深くかかわつている。現代の医療シ

ステムからいのちを自分の手に取り戻

し、自立した人FB3としてその人らしく生

きることを支えるのがホスピスケアで

あるとイギリスで学んだ。

全く新しい医療の一分野であり、異

なる文化を持つ日本ではどう根付くの

か実践を通してこの20年間見守つて
きた。ようやく緩和ケアとして日本中で

発展しつつある。

在宅ホスピスは、患者さんと次族が

深く、心ひとつに“いのち
"に
向かい合

う場、「ありがとう」と「さようなら」が

一つになる瞬間がそこにある。産声を

あげる時も、そして息を引き取る時も、

いのちへの賛歌を胸に、互いのいのち

を支えることができる社会を目指した

い。
・
いのちは希望である

"というメッセ

ージを渡していきたい。

内藤いづみ氏
(在宅ホスピス医/山梨県甲府市在住)

昭和31年生まれ。昭和56年福島県立

医大卒業。東京女子医大内科等に勤務。

昭和61年から7年間、英国でホスピス研

修。平成7年地元の甲府市にふじ内科ク

リニックを設立。院長。

在宅ホスピスケアの実践。がん患者さ

んが痛みなく自分の暮らしといのちに向

きあえるようサポートを続けている。

NPO日 本ホスピス在宅ケア研究会理
事。青少年協会理事長。

【著書】
「あした野原に出てみよう一在宅ホスピ

ス医のノートから一」(オフイスエム)「笑

顔で「さよなら」を一在宅ホスピス医の日

記から一」(KKベストセラーズ)ほか

手話通訳
要約筆記
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第36回静岡県ボランティア研究集会「公開企画」基調講演 申込書
ふりがな

② l生別
□ 男

□ 女
③年代 代

①お名前

④所 属
*日 頃活動しているボランティアタレープや職場をお書きください。 (学生さんは学校名をご記入ください)

⑤連絡先

(〒      ―       )

TEL(      )     一         F懸  (      )     一

事務局記入欄

※こ記入いただきました内容は、本事業の実施のみに使わせていただきま魂  ※後日、参加のこ案内をお送りします。


